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　1980年にケンブリッジ・エコノミック・ハンドブヅクシリーズの一冊とし

で出版されたA．K・ディク“；“・ットとV．ノーマン（A．　K．　Dixit＆V．　Norman）の

共著書『国際貿易論』一（TheOi！y・　of　lntemain’onal　Trade：A　dual・gene「al　equilib「ium

amproach）は，次のような特徴を持っていると裏書きに示されている。

　すなわち，「貿易均衡は部分均衡よりも一般均衡であって，しばしぼ双対

関数や包絡関数を用いてうまくモデル化されることを強調して本書は貿易論

を解説している。このやり方によってスタンダードな理論をaンパクトに取

り扱え，若干の過誤や混乱を明らかにでき，新しい出発点を生み出すことが

できる。」　　　　　　　　　’　　　　．い．　㍉に1ぽぐ＆S雲写・

　本書の内容は9章から構成されていて，それぞれ次⑳憶鱈蹴碍剖誌、
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　　以下でなされるのは，本書の議論をその枠組みを中心に紹介することであ
1／ぷふ”｛　・・”・で’t－”t”’n

　　る。説明を明確にするために，あま⑬にも議論が細部に入る箇所は省略され

・　る場合もある。本稿で扱われるのは，第1章についてであるが，以下順次紹

　介する予定であるi6

「第1章　国際貿易の理論」

　国際貿易理論にはパ大別して2つのテーマがある。1つは定性的なデ∨マ

でありジ貿易パタージを扱うビもう1つは，・定量的なテニマであり，交易条

件を扱う。　’∵　　・…巳　・

1貿易パターンば，相対的な機会費用の国際間の格差：を起こす技術や要素供

給の差によって説明されるガ交易条件とは，貿易カミ行なわれる世界における’

輸出価格対輸入価格比率であって，要素供給や技術の変化，ざらに関税のよ

うな政策め与える影響も分析される。1規範的な分析にぱジこの2つのテ…→

が重要であって，これらを精緻化し拡張することによって，国際収支問題や

為替相場決定問題まで扱うごとができる。　　『’・ざ　　’：／／／’

　貿易パターンと交易条件を研究するに当たり，次の2’点に注意せねばな「ら

ない。すなわち，第1には，相対的なゴストど相対価格を分析するには，常

に一般均衡分析が用いられねばならないことである6多数め財および要素，

また多数の生産単位および消費単位を取り扱う問題では；一般均衡論的相互

依存関係を想起せねばならない。このことによって，議論vt見落としが避け

られるという利点がある。　　　　　　　　　　　”t

　第2は，ミクロ経済理論を十分に活用することめ重要塵であるも　㍉t　L一

　この2点を考慮することによって，ト；21財2要素⑳仮定め逮ちな単純化をす
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　　　　〔研究ノート〕ディクジット＝ノーマン著『国際貿易論Jめ紹介（1）（山田〉

る必要はほ、とんど不要になる：。・一’∵∵罫三　tt：S…『　二’ll　：．，．，

　第1章の目的は，貿易理論の主要テ；マについて要約することであるゴ予

算線，顕示選好，投入係数と価格一費用の関係のような最も基本的な概念と

手段が使用される。　　　　　　　　’・　　t・’t　－tt’　・、／；　　・・三t

　　　　　　　　　　　　　1・上頃優位　　t．　．．J　　　．㍗．

　比較優位の理論はきわめて単純な構造を持っているδ、すなfO　igif’　2国が貿

易を行なっている場合に，各国が貿易開始前に他国に比べて相対的に限界費

用が低い財の生産を高めるとともに消費を減少しようとする誘引が働くこと

である。そこで，自由貿易均衡の下ではr：’各国が相対的に限界費用の低い財

を輸出することになると推測できる。　　　　　　　　　　　　－t、’t

　簡単な例によってこのことを説明してみよケ。イギリスと日本との間で貿

易が行なおれるとしよう。貿易開始前に，イギリスでは競争均衡価格が，テ

レビ1台が300ポンド，ウイスij”－1本が4ポンドであったとしよう。同様

に，日本では，競争均衡価格が，テレ・ビ1台が10万円とウイスキー1本が

2000円であつたとしよう。物品税は存在しないと仮定する‘とジ完全競争状

態では財価格は限界費用にそれぞれ等しく・なる。　　tt”・，．一，

　イギリスでテレビの生産を1台減じれば，1ウイスキー75：（＝300／4）本を

生産できる。同様に，H本では50本のウイスキーの生産を減じれば，、1台

のテレビの生産を増やすことができる6も「し，⊥両国がこのように生産を変化

さぜれぽ，両国を通EZてウィスキーを25本余分に生産でぎるこ正になる。’t

　専門用語を用いれば，’：貿易開始前に，テレビ1台の相対価格は1日本ではウ

イzキー50本，イギリスでは75本である。この場合には，日本ではテレビ

の生産を増加して，イギリスヘテレビを輸出し，ウイスギニを輸入じようと

する誘因が生ま三れる。国際相対価格な〆50ど75の間⑳値に決まるであろう・

が，貿易量は需要条件等に依存するごどになる。’1・’，　　・一、tt　’‘　　パ
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　上記の議論は絶対的な生産性水準には無関係に成立する。また，，為替相場

が導入されてもこの関係は変化しない。

　消費者の嗜好の差は，競争均衡モデルにおいては，何ら興味ある分析結果

を生み出さない。生産技術差カミ貿易パターンを決定するということは，単一

の要素投入を扱うリカード・モデルに示される。

　要素賦存量の差が比較優位を巧みに説明している。すなわち，各国では，

相対的に：豊富に賦存する要素は相対的に安く，この要素を集約的に使用する

財の生産コストは相対的に安くなるであろう。したがって，一当該国で相対的

に比較優位を持つ財どいうのは，．・当該国で相対的に豊富な要素を集約的に使

用する財であるはずである。2財2要素の場合には［ヘグシャー・オリーン・

モデル」とこの命題は名付けられるが，一般的命題は，：r要素豊富仮説」と

いわれる。

　上記の例では，ウイスキーはテレビよりも相対的に資本集約財と仮定でき

る。イギリスでは労働よりも資本が相対的に豊富であるので，資本価格が安

くなって，イギリスはウイスキー製造に比較優位を持つのであるご．

　さらに要素価格均等化命題とよばれるものがある6自給自足状態における

相対費用格差によって貿易が発生するならば，自由貿易によってそのような

差はなくなる。要素賦存差から比較優位が発生して貿易が起これば，貿易に

より両国間の要素価格差は縮小すると考えられる。これは要素価格均等化命

題とよばれる。t’t

ご単純な例をあげで，要素価格均等化仮説を説明してみよう。イギリスがテ

レビの生産を犠牲にしてウイスキーの生産を拡張する場合には，ウイ・スキー

生産に相対的に集約的に使用される資本に対する需要が相対的に増加し，労

働に対する需要が相対的に減少する。この過程を通じて，イギリスの労働不

足は解消され，’賃金率は利子率に対して相対的に低下する。反対の変化が日

本では起こる。1このようにして，両国⑳要素相対価格は均等化するのであ

る。　　　　　t’t　　　　　　　t・t’　，1・ぼt’f．．、墜一　　『．・t’、　’－」’

　194　　　　　　　　　　　　　－4一



〔研究ノート〕ディクジット＝ノーマン著『国際貿易論』の紹介（1）（山田）

2．貿易ノミタLンtt

　財の相対価格の差によって貿易パターンが決定されるという命題を2財の

ヶ一スで最初に検討する。

　価格比率（P、i、Pt）で2財を生産し貿易する1消費者からなる経済を考察し

てみよう。・経済が競争的であれぽ，生産面での制約と貿易収支め赤字がない

という条件が与えられると・瀕卸効用撮大Vするよう噸源が配分さ

れる（ただし，無償供与もありうゐものとし，、したがって貿易収支の黒字も

考慮に入れる。しカさし，飽和に達しない消費者は，消費可能な財を決して放

棄するものではない）。無貿易の場合の資源配分は上述の条件を満たしてい

るので，自給自足経済は常に実現可能な選択である。よって，外国貿易を生

じさせるような相対価格の下では，少なくとも同じだけの魅力を消費者に与

えるような資源配分になっているはずである。・同様に，もちろん，自給自足

の下で相対価格が与えられた場合に実現可能な他のいがなる資源配分より

も，無貿易均衡が選好されることになる。’1　『・　　　　’

　第1．1図のδαbα線の傾きが自給自足の下での相対価格を示すものとしよ

う6集合saは自給自足の下での価格が与えられた場合の実現可能な貿易の

組み合わせを示す。その時に，原点は集合Sαに含まれる他のいかなる点に

対応する資源配分よりも選好される資源配分に対応しているはずである。’T・，か

つ，不飽和の仮定添満た’される場合にはt’原点はlsaのフPンティア上にな

い他のいかなる資源配分に対しても，狭義の意味で選好されているはずであ

る。これは次のことを意味tている。・すなわち，相対価格が仇偽）aより

高い（Pt！Pt）1でそれに対応する貿易収支線blbエの下では，第IV象限で行な

われるいかなる貿易も無貿易状態に劣るので除外される。（P、／A）〉（ρ、偽）a

であれば，当該国は第1財を輸出し第2財を輸入するのであつて，く（bi／

A）＜（Pt／Pt）aでは逆の関係が成立する。　　　　　1　　　　　　　’　　：’

　この場合に均衡価格比率は02・．力国め異なつた自給自足価格比率の中間に

　　　　　　　　　　　　　　　一5－　　　　　　　　　　　　　　ll95f
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なけれ1ば，貿易収支が均衡しないということに注意しなければならない。

この2財◎’ゲ≡スを多数財に拡張すればどうなるであろうか。この場合に

は，2財ケースよりも弱い結論になるが，次にその理由を説明する．、、

　3財が存在すると仮定1し，「価格をそ．れそれPi；血，為であるとしよう。・ま

た，「当該国の輸入量はそれぞれ物「uarとuaであるrとしよう。第3財がn

ユー
メレ．一ルとする。上付き添字4は自給自足状態を示すと，2財ケースと

同様に次の結論が得られる。・すなわちデ次の（1）式毒を満たす貿易は除外され

るぷすなわち，自給自足価格比率の下で実現可能な貿易は排除される。

”1’　’・ 　・F’．・1・　．－r・☆一盛α勿∫十為●物十ua≦Ol．／tパ・－t　　　（1）．・

同様に，実際の価格比率で評価された実際の貿易は均衡し，（2）式が成り立

つ。六．主　ぽ．・’二，江∵㍉・㍉い六：：．三㍉∫、・’㌧

・ミ㌻．ぐ：三・瀦　3・二汽一泊物＋血物＋物＝0き　・”　　一・・（2）・

⑳式から（2）式を差し；引いた次の（3）式を満たす貿易は除外されることにな

る。：・’il．　　　　　　　t；　、一・　　　／　、1：，’　・．　；一已窟・☆馳言｝：モ：・’　t，一、一　一㌔・い’r

　　　　O・、守・☆㍉・働らπ血）Plt“IJ±，（躍一血）ua≦0已：．　　一　　（3）
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　　　　〔研究ノート〕ディクジット＝ノーマシ著「国際貿易論』の紹介U｝（山田）

　以上のようた，もし両財の相対価格hミ自給自足の下での相対価格より低け

れば，両財が共に輸入されるという可能性を除外できるこしかしながら，両

財めうちいずれか1財が輸入される可能性を排除することはできない。換言

すると，2財のケースを拡張すれば，ある貿易財の相対価格が自給自足の相

対価格を上まわるとき・その財が当該国た・言麺藤櫛滅嘩

ご嚥’したがつT‘　・・こ呼珂ご賢ならざ治な

　　　　　　　　　　　　　　　　t－．．一一ダ　　　　　　｝　　　　　　”’”，t

（要素の鑓性一省略〉・’二　訂1二．＿．一一＿1

財価格、要素価格　　　　∴’ぶt’・－tt一　　　ぶ

　2財2要素ケースを最初に扱うが；規模た蘭する収穫ポ変遼結各菌産透奉：｝

存在が仮定・される。さらに，．固定投入係数を最初に仮定する。くPi，A）は財

価格，⑰、，祝のは要素価格，・蘂は第3財・1・単位め生産に必要な第〆要素の

投入量である投入係数，‘，∫はそれぞれ1乏2を取るとするel競争均衡で

は，各財価格は限界費用に等しく，：規模に関心て収穫不変の下では平均費用・

に等しくなる。したがって，！生産の均衡式は（4）式のようになる」÷一、

’．’

”
　　　一’－　　　A三16’i勿r＋．b、2z（h・、　’”’『・　　∵

　　」．　，iJ，－1　’．・．’・漠魂謝あ，碗、弓◎∵．（4）’t

財の相対価格をtr／・g．bi！A，・要素の相対価格をω＝Wi／IVb・とする5，〈4）式から

（5）式が得られる5　’　．　’（．、㌔　一・　　　1、　　　．　　　∴　“1’　1．．

　　　　　　　　　　π：＝（bi，ω一｝－bl2）／（あiω十．bs2）『＾　’　　　　一　・丁二’　　・（5）・t　t

㎡’

〈5）式を対数微分すれば（6）式が得られる。．：’　d、　t／－　　　L　一

　　　　　　　　　藷〒〈ω‡竃≡1㌘畿i似）∵．、二θ、

、吻f！5止〉傷偽2め時により高ぶω庭対じでよ妙稿い痴が対応する。斥にのtt

場合は詰第2財は相対的に第2要素集約的セあり，第ll・，Mは相対的に第正要

　　　　　　　　　　　　　　　一7－　　　　　　　　　　　　19采
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素集約的であるb＞ピ　・　　　　　　　　’　　：，＿’．∴”　　一㌻三／㌦

・グラヲを用いて以上のことを示そう。第工2図において。疏疏線は第1

財の単位費用＝価格を満たす要素価格め集合，すなわち函、ω1＋碗％ごρ、

を満だず泌、とω2の組み合わせを表わす。・：この直線の傾きは∴第士財生産

の要素投入比率（ム砺）に等西．伺撚蕗は（bili！㈱の傾きを持つ．

両財が共に生産されるならば，要素価格は交点Aで与えられる6㍉　’

　第】－2図を用いて，要素価格と財価格の関係を容易に求めることができ

る。B、ぷ上の『，A点に対してA’点が均衡点であるならば，　h昆線はA’点

を通るように上方にジフトして血の値はWに等しぐなる。・その時に・は，

より高い（ω2／w、）はより高い（A／A）に対応しなければならない。’これは

（6）式の結果と対応している。

　ここで両国が同一の生産技術を持つ場合，すなわち同じ投入係数蘂を持

つ場倍考える・第・財が釦黙鞠的とするとぷ1要素の相対価格が

より「 高い国は，第1財の相対価格カミより高ぐなるであろう。第1要素が相対

的に豊富な国で｝主一第1要素の相対価格が相対的に低くなり，第1財を輸出

することになるのであるもじ旋がっ・で言εの逮’ガ淀形での「要素豊富仮説」

　11gl＆　　　　　　　　　　－8一



　　　　〔研究ノート〕デ昇クジヅト＝ノーマン著『国際貿易論』の紹介（1）（山田）

は，ここでのモデルを用しミで証胆さミれるぷ㌔、二・ご’三「主、　、　　　．

　　　　　．　　　　、L、．　　　，、，’ン㌔ぽTi’　”’・一バ’　　”1”・　　　　，　　、

　生産と要素供給

　ここではj’t規模に関して収穫不変，結合生産の不存在；．さらに投入係数の

固定性について引き続いて仮定される。ざらに，両要素の完全雇用の仮定が

加えられる。このとき，要素供給を（v、，th），産出量を（幼，　n）とすると（7）

式が得られる。

　　　　　　　　　　　　　Vl＝x1ム1十物あ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　　　　　　　　　　　　　th・＝x、　h2＋th・bj，

　要素供給比率と産出量比率の関係は（8）式で与えちれる。

　　　　　　　v、柚＝（b，i（M／n）＋あ、）／（カ、2（x、！n）＋bj、）　　　　（8）

（4），（5）式と（7），（8）式との対応関係から在2／毎〉ぴ2／b，、なら1ば，M／物に

関する〃、借．の偏微分は正になることが証明できるC∵

　ここで，需要側の条件を導入するために，需要比＄’・Gi，／（〕二は財価格比率

Pi！aのみの関数であるというホモセテz．ックな嗜好を単純化のために導入

する。第1財が第1要素集約的であると仮定して，自給自足均衡から出発し

てv、借を増加すると次のような状態となる。相対価格が不変ならば，財供

給比率X、％のみが増大する。この結果，（G！Ge）は不変であるが（幼佑）は

増加して第1財市場で超過供給が生じるか，・第2財市場で超過需要が生じる

か，あるいは両方カミ生じるかのいずれかになる。このどき，ρ、似の低下が

生じると考えられる。このことから，相対的に第1要素が多く存在する経済

では，相対的に第1財価格が低くなり，貿易状態でば第1財が輸出されるこ

とになる。ずなわち，要素豊富性仮説が証明嘩れ海苔とになる’。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　／／　．’t‘，嬰ミ部”“㌫一．L．1’「’．1’i；　　　・9・’S、．

　次に要素供給量の絶対的な変化に注目じで，督②式を全微分ずる．と：（9）式が

得、られる。・一　　子

r：’ 勘1－・



　’i｛湛；llパ≒；；。’し芦、㌧ヨ萢．，・㌧三　”・

　　　　　　　、、迦＝（ble・dv・一あ・砺）願ξ酷b吻）’・∴0）：’

　　　　　　　　砺＝（－b、2dv，＋6n砺）！（b、、彪2一ム2転）

　（9）式の右辺の分母はb，2bj，（b11偽2一似／あ2）と書けるから，偏微分aXi／

∂V」．は要素集約性条件に関係じていることがわかる。例えば，、第1財が第1

要素集約的であるとき，第1要素供給量が増加すれぽ，第1財の生産は増加

し，第2財の生産は減少する。これは，リプチンスキー定理として知られて

いる。

　第1．2図で，Aを一定にして，、血を上昇させれば，　w、の上昇とw2の下

落が生じるが，これはストルパニぞザムェルソン定理として知られている。

　次に扱われているのは，投入係数が固定的ではなく，相対要素価格の変化

に対応して変動するケースである。この問題についてのフォーマルな取り扱

いは第2章でなされるので，ここでは省略する。同様に多数財・多数要素の

場合について論じ・られているが，財の数と要素の数が一致しないケ，一一スの特

化と要素集約性との1関係ぱ意味づけが困難である一と述ぺているよ同様に・亡，

れについても省略することにする6　t　、：・

　　　　　　　　　　　　頭素晒均等化　．，、

．要素価格均等化の背後にある仮定は，すべでの国が一次同次の同じ技術を

持ち，かっ，．自由貿易によって財価格が完全に均等化しなければならないと

いうことである。ttt，・

　要素価格均等化の本質は次のよう．である。すなわち，．2国が貿易関係にあ

るとき，各国の資源は比較劣位にある部門から比較優位にある部門へ移動す

るということである。相対的な費用が相対的な要素価格を反映するので，こ

のこと’は相対的に高価な要素を集約的に使用する部門から，相対的に安価な

要素を集約的に使用する部悶へ資源が移動す6ことを意味しているゴしたが

っ否，1？lil，対的に希少な要素の実質的な希少性は緩和されるであろうし，．ま
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だ，、相対的に豊富な要累の実質的な豊富｛生も緩和されるであろう。」さらにゴ

この調整過程ぱ相対的な生産費が両国庭おいて同一になるまでi・あるい

は，比較劣位にある財の生産が各国において停止するまで続くことになる。

換言すれば，あゐ部門の生産が完全特化になるか，あるいは，相対的な費用

が両国において同一になる点まで国際的な要素価格差が減少するかのいずれ

かが生じるのである。　　　　，

　21財．2要素ケース

　（5）式（あるいは（6）式）から明らかであるが，要素の相対価格ω＝（w、！va）

と財の相対価格πt（遠偽）の関係は次のようである。すなわち，第1・財が

第1要素集約的である場合には，第1．3a図に示されるように，ωとπは比

例関係にあり・しかし一意vg対応しているのである。

　第1．3b図に示されているのは，特定の単位費用比率に対応して，1つ以

上の要素の価格比率が存在する場合で，要素集約性め逆転のケースに対応し

ている。すなわち，（w、／W2）＊．より高い要素の相対価格では，一第1財は第1

要素集約的であり，（Wl／μの＊より低い要素の相対価格では，第2要素集約

的である。ここで，両国が両財を共に生産するYeめにはナ均衡財価格比率

（P、IA）°に対応して，両国の要素の相対価格は（w、／oo2）°にならねばならな

AfPz

（P、！遊）°

A！A，

（P，IA）°

　：，’｛／，’rr’∵　　　　　　　　　　　　　　工＼・

←“　t 三・象二第江認a図　　・．’　，1二空≡ユ、

一 母一

≡パ㍉第1蒲hil図三元51’豆藷、詑隅

201’



い。1それ以外の要素の価格bk率でぱ㌫相対価格凄異なる相対費用が対応する

ことになるごしたぷづで，ts完全特化が生修るがどう：がぱ，要素の価格比率

（w、！w2）oが両国における国内要素市場の均衡値と一致するかどうかに依存

するのである。両者が一致するためセeは，両国における要素供給比率がピ

（w、／W2）oで評価された2財の要素投入比率め間になければなら・ない。さも

なければ，2財の間への要素の配分は完全雇用をもたらさないことになる。

もしこの一致条件が満たされるならば，完全な要素価格均等化が成立する。

もしこの条件が満たされないならば，少なくとも1国において完全特化が生

じるこ，とになる。

　一般化に伴なう問題については，第4章で詳しく議論されているので，こ

こでは省略することにする。　．　一パ’S　－一ご、．・　ttt－　　‘’　’

　　　　　　　　　　　　4．厚生と交易条件

　交易条件は，貿易当事国の厚生を測るのに適切な手段であると一般に考え

られている♂そこで，比較優位の理論を前提にして，ある貿易当事国が実施

する政策パラメーターを含む幾つかのパラメータ’一・　hS，交易条件にどのよう

な影響を及ぼすかが問題となる。

　厚生の意味

相対価格と当該国の厚生の関係ば容易に明らかにされる。その核心となる

ところは，第1．4図に示される。当該国は，相対価格（P，ii，，）°において第1

財をOAだけ輸出し，第2財をOBだけ輸入していると仮定しよ一う。．交易

条件が改善されて，輸出財の相対価格が（pi！Pt）1に上昇したとする。その

時，最初の貿易ベグトル（OA；　OB）は，新しい交易条件の下で実現可能な

貿易となることがわかる。国内の均衡はバレー・ト最適の状態にあるので，こ

のヒ迄ぱ次の琶法を意味する。r例えば，’伺質的消費者経済の場合には，新し

い交易条件は消費者かfら象て旧交易条件と少なくとも同程度に選好される資

202　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－「12　一
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第1．4図

源配分を与えねばならないことを意味する。、この意味におい淀ξ窒碁条ミ件と

適当に定義された当該国の厚生水準の間にはボ1対1◎対応が存注オるめで

ある。9∴’・　いご…”　一一　　・・　 …
　∵　　一’恒±▽→”1－1’　：；’二い埼二・

　交易条件と厚生水準は密接な関係にあるが，次の4つが特に興味ある点で

ある。第1は，国際的な所得分配と交易条件に関するものであって，国際的

な所得トランスファーが相対価格にどのよう・に影響するかという点である。1

第2は，経済成長と相対価格に関するものであり，国内の要素供給の増加が

交易条件に与える効果にういてである。第3rは，2番泪の点と密接に関係し

ているが，一国際間の要素移動が相対価格庭与送る効果につい笹婬ある♂第疋

｝も貿易政策と交易条件◎関係で・ある61以下ジこれらにっ寮苦簡単陀紹介す

る。　；　　　　’　・パ○．∵・一…　1ご’∵　t，えヨ；：；鍵　1・☆三㍉｝⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二・’　「’1三二仁熱章｛・ぷ㌻ミ’誌

　所得トランスファー　、　”t－∵：．一’≡一…・＼．「言ぶ造｛｝’1’：ぷ三二藁　二、

’ もし所得がある国から他の国へ瞭ラ漠塞勲丞≡き江る震らぽ績面嵐◎需要

は変化するであろう1。．国際価格に及ぼ歳効棄麟暴な嶽財麟対毒継界¢総需．

　　　　　　　　　　　　　　　－13－　　　　　　　　　　　　　20Si



　　『、T．　：1・いe∴で亘ぼ男　1で・’　　一　・　「．c『　　　　’い

要がどう㈱轍存いざ馳繭熟耳罐鶉騨め所働融分磋

　
すなわち，受取国ど供与国におけ冶各種の財だ対する限界支出性向の差

一
に依存するのである。したがって，次のX．うな可能性が考えられる。1

つの可能性としては，受取国の輸出財に対する世界需要が低下する場合があ

る。これは，受取国の輸出財に対する限界支出性向が，供与国より受取国の

方が小さい場合に生じる6’”トランスフテーの結果，受取国の輸出財の価格は

その国の輸入財の価格より割安ieなる。すなわち，供与国は贈与することに

より交易条件をよ力有利化するφである。・これによって供与国の厚生を高め

ることが可能になるであろう，か。すなわち，交易条件の有利化は，供与国の

贈与というコストを完全に補償することができるのであろうか。この可能性

は貿易均衡の安定条件によって排除されることになる。

　要素供給の変化　　’　．　’　　，　　　　　　　　　’　　　t：　　㌧t　1．／，：：　r：t

　購買力の贈与を受け取る＝とから；当該国は常に利益を得るとしても，・生

産要素が豊富に賦存するからというて，必ずしも当該国が利益を得るどは限

らない。こいおゆる窮乏化成長と．いう可能性は，パラメータ’・一の変化がゼのよ

うに交易条件に影響を与えるかを示す好例の1つであ6’61．「要素豊富性」1’に

よ，る比較優位の理論が成立している単純な2財2要素モデルを考察してみよ

うご硫一さらに，，当該国において相対的に豊富な要素の賦存量が増加するとしよ

う。tこの場合ジ所与の財価格の下で，2つの効果が存在する。．その1つは，．

国民所得が増加することである。両財が正常財であるならば蕪両財に対する

国内需要は増加することになる「。他の1つは；t’前述の偏微分（a吋∂妨’によ

って与えられる。それは，豊富な要素を集約的に投入する財の国内生産は増

加するカミ，他財め国内生産は減少することを表わす効果である。換言すれ

ば，、輸出財の生産は増加し，輸入財の生産は減少することになる。それゆ

え廷当該国の輸入財に対する超過需要は増加渚る己貿易収支がゼロ庭なるた

樹瑳は麟当該国垣輸出財の超過供給が増加じなげればならないゴしかじ，輸

　2Q4：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　14　一
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出財の供給増加およひ輸入財の需要増加がある場合には，交易条件ぱ通常有

利にはならなしてあろう。さちにこの場合，；’要素供給増に伴なう交易条件が

とこまで不利になるかわからなじ・。よって交易条件のフ「利化によって生じる

効用の損失の方が，豊富な要素の増加によって生じる直接の利得より小さい

と考える理由はないのである。それゆえ，窮乏化成長の一丁能性は現実のもの

となる。，

　関税と交易条件　一．

　関税賦課の効果をみるために，第1．5図を用Vる。いま，同質的な消費者

経済を考える　当該国は｝自由貿易の下で第1財を輸出し第2財を輸入し，

相対価格⑫、偽）°で点．4．において貿易している．とする。超過需要のノフト・）t

すなわち，一定の国際価格における輸出供給および輸入需要の変化が，’輸入

財にτ：の関税率を賦課されることによ’ってもたらされるとする。1噺しし貿易

ベクトルは，貿易収支均衡の条件を満たさねばならなvのて，bb°線上の

とこかになければならない。その点は，点Aの北西の点．Bであったとしよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　」，　　・
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　　　、　　’∵㌔　ご・噛：、㌧．’、r膓・．，

う：。．’“国内⑳消費者め予算制約線は宏が線稔，’傾き｝ま1筑0／（似縄））1で，’r　－tu！

片は貿易ベクトルぽ姪よ㍉で生じる関税収入に等しい。一国内均衡はパレペ

ト最適であるので，・点βに対応する配分は，，bibi　wa上の点に対応する任意

の配分より顕示選好されることを意味している。特に，点Bは点℃に対応

する配分よりも顕示選好される。しかし点Cは点z4における配分よりも狭

義の意味において選好される配分でなくてはならない。というのは，点C

は点・4におけるよりも両財の国内消費を高めている点だからである。した

がって，狭義の意味において，点Bは点Aより選好される。しかし，・それ

は矛盾をもたらすことになる。というのは，点一Bは関税が賦課されない時

にも実現可能な貿易であり，点’Aは他の任意の実現可能な貿易より1も顕示

選好される一自由貿易点だからである。よって，関税の賦課によって超過需要

ジフトは，bObO線上の点z4の南東でなげればならない。換言すれば，関税

賦課によつて，同じ国際価格の下で，自由貿易より輸入需要の低下および輸

出供給の低下が生じなければならない。

　関税と所得分配

　関税が国内の所得分配に与える効果については2つある。その1つは，関

税が国内価格に与える効果である。他の1つは国内価格の変化が所得分配に

与える効果である。後者については，ある財の価格上昇は，その財生産に集

約的に投入されている要素価格を上昇させるといえる。

　前者の効果については，関税が保護されない財の国内価格に対して保護さ

れた財の国内価格を上昇させるという直観的な結論は，一般的に正しくない

といえる。関税は交易条件を有利化し，保護された財の国際価格は他の財の

価格に対して下落することになる。したがって，輸入財の国内価格が（実質

タームで）上昇するかどうかは，交易条件の有利化が関税の価格上昇効果を

完全に相殺してじまうかどうかに依存する。後に明らかになるように，すべ

ての財が正常財であったとしても，兆のような問題は生じるのである。これ

　206，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　16　一
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　　　　臓・一・〕デ・．・ジ・・＝ノニマ曙『国際貿副の酬1四町

：慧：1：㌶：繁驚縢墓灘慧離躍翼聯

5．基礎モデルに関する注意

　これまでのとこちは，完全な一般均衡モデルを詳細に特定化することは出

来るだけ避けてなされてきた。しかし，財価格を所与にしtg国内要素市場均

衡のモデル，．あるいは，交易条件の効果を無視した関税の所得分配への効果

を表わすモデルから導かれる結論は，非常に誤解をまねくことがわかった。

　貿易理論の枠組みで重要なことは，ある財は国際市場で売られ，ある財は

国内市場で売られ，ある財は地域内市場で売られる等々の組み立てに，一般

均衡理論を適用することである。

　さらに貿易理論において通常用いられる特定の生産段階区分は非常に単純

なものである。それは，財と要素の間の基礎的な非対称性の仮定から導かれ

る。すなわち，消費者の効用関数の中に直接入る財は，弾力的に需要および

供給され，しかもその財は，輸送費ゼロで国際的に取り引きされる。他方，

要素は，要素から生じる所得を通じて効用に影響を与えるのみであり，要素

の供給は国内的に固定され，国際的に移動しないとされる。

　これらの仮定については実証的妥当性に問題があると異議を唱える人があ

るかもしれない。ここで用いられる単純モデルは，ある市場は国際市場であ

り，ある市場は国内市場であるという一般均衡体系を最も単純に表現したも

のである。明示された仮定の中には現実性に欠けるものもあるが，生産段階

区分をした市場構造を持つ一般均衡モデルの第1次近似としては，単純な貿

易理論モデルで十分である。実際，国内市場と国際市場の相互関係を説明す

るには，単純なモデルの中味は豊富である。しかも，財の国際価格および貿

易パターンの決定や，貿易が非貿易財価格および要素価格に与える効果や貿

易および貿易政策の厚生経済的意味や，為替相場および国際収支に関わる問

題などほとんどの問題にっいて，単純モデルを用いて分析できるのである。
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